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京
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交
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規
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…
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…
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…
…
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京
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局
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年
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す
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局
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務
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部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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規

程
（
水
）

○
東
京
都
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
…
…
…
…
…
��

○
東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
…
…
…
��

規

程
（
下
水
）

○
東
京
都
下
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
��

○
東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
…
…
…
��

○
東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
…
��

○
東
京
都
下
水
道
局
電
子
情
報
処
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

訓

令
（
議
）

○
東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
��

通

達

○
給
与
条
例
改
正
に
伴
う
号
給
の
調
整
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
都
人
事
委
員
会
）…
��

規

則

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
二
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号
。

以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
東
京

都
条
例
第
百
三
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

（
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

第
二
条

条
例
第
三
条
第
一
項
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

保
有
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務
の
開
始
又
は
変
更
の
年
月
日

二

保
有
個
人
情
報
の
処
理
形
態

三

保
有
個
人
情
報
の
主
な
収
集
先

四

保
有
個
人
情
報
の
経
常
的
な
目
的
外
利
用
・
提
供
先

五

保
有
個
人
情
報
の
処
理
の
委
託
及
び
再
委
託
の
有
無

六

保
有
個
人
情
報
の
処
理
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
代
行
の
有
無
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（
写
し
の
送
付
に
要
す
る
費
用
の
納
付
の
方
法
）

第
三
条

施
行
令
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
郵
便
切
手
で
納
付
す
る
方
法
そ
の

他
知
事
が
認
め
る
方
法
と
す
る
。

（
開
示
等
の
手
続
に
関
す
る
様
式
）

第
四
条

保
有
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
の
手
続
に
関
す
る
様
式
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
書
（
別
記
第
一
号
様

式
）

二

施
行
令
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
委
任
状

保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
に
係
る
委
任
状

（
別
記
第
二
号
様
式
）

三

法
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
開
示
決
定
通
知
書
（
別
記
第
三
号

様
式
）

四

法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
不
開
示
決
定
通
知
書
（
別
記
第
四

号
様
式
）

五

法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

開
示
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
別
記
第
五
号
様

式
）

六

法
第
八
十
四
条
に
規
定
す
る
書
面

開
示
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
（
別
記
第
六
号
様

式
）

七

法
第
八
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

開
示
請
求
事
案
移
送
通
知
書
（
別
記
第
七
号
様

式
）

八

法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
通
知
に
係
る
書
面

意
見
照
会
書
（
別
記
第
八
号
様
式
）

九

法
第
八
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

意
見
照
会
書
（
別
記
第
九
号
様
式
）

十

法
第
八
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
書

開
示
決
定
等
に
係
る
意
見
書
（
別

記
第
十
号
様
式
）

十
一

法
第
八
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
面

開
示
決
定
に
係
る
通
知
書
（
別
記
第
十
一
号
様

式
）

十
二

法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
申
出
に
係
る
書
面

開
示
実
施
方
法
等
申
出
書
（
別
記
第
十
二
号

様
式
）

十
三

法
第
九
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
訂
正
請
求
書
（
別
記
第
十
三
号

様
式
）

十
四

施
行
令
第
二
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
令
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
代
理
人
が
訂
正
請
求
を
す
る
場
合
に
提
示
、
又
は
提
出
す
る
委
任
状

保
有
個
人
情
報
訂

正
請
求
に
係
る
委
任
状
（
別
記
第
十
四
号
様
式
）

十
五

法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
訂
正
決
定
通
知
書
（
別
記
第
十

五
号
様
式
）

十
六

法
第
九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
不
訂
正
決
定
通
知
書
（
別
記
第

十
六
号
様
式
）

十
七

法
第
九
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

訂
正
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
別
記
第
十
七

号
様
式
）

十
八

法
第
九
十
五
条
に
規
定
す
る
書
面

訂
正
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
（
別
記
第
十
八
号

様
式
）

十
九

法
第
九
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

訂
正
請
求
事
案
移
送
通
知
書
（
別
記
第
十
九
号

様
式
）

二
十

法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
利
用
停
止
請
求
書
（
別
記
第
二

十
号
様
式
）

二
十
一

施
行
令
第
二
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
施
行
令
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
代
理
人
が
利
用
停
止
請
求
を
す
る
場
合
に
提
示
、
又
は
提
出
す
る
委
任
状

保
有
個
人

情
報
利
用
停
止
請
求
に
係
る
委
任
状
（
別
記
第
二
十
一
号
様
式
）

二
十
二

法
第
百
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
利
用
停
止
決
定
通
知
書
（
別
記

第
二
十
二
号
様
式
）

二
十
三

法
第
百
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

保
有
個
人
情
報
利
用
不
停
止
決
定
通
知
書
（
別

記
第
二
十
三
号
様
式
）

二
十
四

法
第
百
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面

利
用
停
止
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
別
記
第

二
十
四
号
様
式
）

二
十
五

法
第
百
三
条
に
規
定
す
る
書
面

利
用
停
止
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
（
別
記
第
二

十
五
号
様
式
）
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二
十
六

法
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
通
知
に
係
る
書
面

審
査
会
諮

問
通
知
書
（
別
記
第
二
十
六
号
様
式
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
様
式
に
つ
い
て
は
、
都
の
機
関
等
が
知
事

と
あ
ら
か
じ
め
協
議
し
て
定
め
る
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
廃
止
）

２

次
に
掲
げ
る
規
則
は
、
廃
止
す
る
。

一

東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
規
則
第
二
十
一
号
）

二

知
事
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
規
則
第
二
十
二

号
）

三

東
京
都
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百

九
十
一
号
）

四

知
事
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第

百
九
十
七
号
）

（
経
過
措
置
）

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
知
事
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等

に
関
す
る
規
則
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
知
事
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に

関
す
る
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
条
例
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
東

京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条
例
第
百
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
実
施
機
関
（
知
事
を
除
く
。
）
が
こ
れ
ら
の
様
式
に
準
じ
て
作
成
し
た
様
式
を
含
む
。
）

に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
必
要
な
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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令和4年12月22日（木曜日）東 京 都 公 報（増刊 100） １６
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東
京
都
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
百
三
十
三
号

東
京
都
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

東
京
都
個
人
情
報
保
護
審
査
会
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
規
則
第
二
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
六
十
八
号

東
京
都
交
通
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
一
年
交
通
局
規
程
第
八
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
三
の
項
中
「
非
開
示
決
定
通
知
書
」
を
「
不
開
示
決
定
通
知
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
映
像
又
は
」
を
「
映
像
若
し
く
は
」
に
、
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
光
デ
ィ

ス
ク
若
し
く
は
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「非

開
示
決
定
通
知
書

」
を
「不

開
示
決
定
通
知
書

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
六
十
九
号

東
京
都
交
通
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
年
交
通
局
規
程
第
二

十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
号

東
京
都
交
通
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る

規
程

東
京
都
交
通
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
交
通
局

規
程
第
七
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
一
号

東
京
都
交
通
局
電
子
情
報
処
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
電
子
情
報
処
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
電
子
情
報
処
理
規
程
（
平
成
十
九
年
交
通
局
規
程
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。
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第
三
条
中
「
東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条
例
第
百
十
三
号
）
及

び
東
京
都
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
百
四
十
一
号
）
」

を
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
二
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
交
通
局
規
程

第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
、
日
」
の
下
に
「
又
は
時
間
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
三
号

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
交
通

局
規
程
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
妊
娠
出
産
休
暇
」
の
下
に
「
、
妊
娠
症
状
対
応
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
症
状
対
応
休
暇
）

第
十
六
条
の
二

妊
娠
症
状
対
応
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
程
第
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
使
用
し
た
」
及
び
「
職
員
の
」
の
下
に
「
第
十
六
条
の
二
、
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
使
用
し
た
」
の
下
に
「
第
十
六
条
の
二
、
」
を
、
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
第
十
六

条
の
二
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
七
十
四
号

東
京
都
交
通
局
会
計
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
交
通
局
長

武

市

玲

子

東
京
都
交
通
局
会
計
事
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
会
計
事
務
規
程
（
昭
和
三
十
年
交
通
局
規
程
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
、
個
人
情
報
開
示
手
数
料
及
び
特
定
個
人
情
報
開
示
手
数
料
」
を
「
及
び
個
人
情
報

開
示
手
数
料
」
に
、
「
、
個
人
情
報
開
示
手
数
料
並
び
に
特
定
個
人
情
報
開
示
手
数
料
」
を
「
並
び
に

個
人
情
報
開
示
手
数
料
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
一
号

東
京
都
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日
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東
京
都
水
道
局
長

古

谷

ひ
ろ
み

東
京
都
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
一
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程

第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
三
の
項
中
「
非
開
示
決
定
通
知
書
」
を
「
不
開
示
決
定
通
知
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
映
像
又
は
」
を
「
映
像
若
し
く
は
」
に
、
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
光
デ
ィ

ス
ク
若
し
く
は
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「非

開
示
決
定
通
知
書

」
を
「不

開
示
決
定
通
知
書

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
二
号

東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
水
道
局
長

古

谷

ひ
ろ
み

東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
年
東
京
都
水
道
局
管
理

規
程
第
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
三
号

東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
水
道
局
長

古

谷

ひ
ろ
み

東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規

程

東
京
都
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
水

道
局
管
理
規
程
第
五
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
三
号

東
京
都
下
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

奥

山

宏

二

東
京
都
下
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
長
が
行
う
情
報
公
開
事
務
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
一
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理

規
程
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
三
の
項
中
「
非
開
示
決
定
通
知
書
」
を
「
不
開
示
決
定
通
知
書
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
映
像
又
は
」
を
「
映
像
若
し
く
は
」
に
、
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
光
デ
ィ

ス
ク
若
し
く
は
」
を
「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「非

開
示
決
定
通
知
書

」
を
「不

開
示
決
定
通
知
書

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
四
号

東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

奥

山

宏

二
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東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規

程

東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
年
東
京
都
下
水
道

局
管
理
規
程
第
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
五
号

東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

奥

山

宏

二

東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
を
廃
止
す

る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
長
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京

都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
六
号

東
京
都
下
水
道
局
電
子
情
報
処
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
下
水
道
局
長

奥

山

宏

二

東
京
都
下
水
道
局
電
子
情
報
処
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
電
子
情
報
処
理
規
程
（
平
成
十
九
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
東
京
都
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条
例
第
百
十
三
号
）
及

び
東
京
都
特
定
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
百
四
十
一
号
）
」

を
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令
（
議
）

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
十
号

東
京
都
議
会
議
会
局

東
京
都
議
会
議
会
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
十
二
月
二
十
二
日

東
京
都
議
会
議
長

三

宅

し
げ
き

第
十
四
条
第
一
項
中
「
妊
娠
出
産
休
暇
」
の
下
に
「
、
妊
娠
症
状
対
応
休
暇
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
妊
娠
症
状
対
応
休
暇
）

第
十
六
条
の
二

妊
娠
症
状
対
応
休
暇
に
つ
い
て
は
、
規
則
第
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
使
用
し
た
」
及
び
「
職
員
の
」
の
下
に
「
第
十
六
条
の
二
、
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
使
用
し
た
」
の
下
に
「
第
十
六
条
の
二
、
」
を
、
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
第
十
六

条
の
二
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

通

達
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